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徳永裕之
本論文は室町期の社会を守護権力と地域社会をキーワードとして読み解こうと
するものである。中世社会の人々にとって最大の関心事は「平和J であった。室
町期において「平和」を維持させる地域の安全保障の担い手が守護権力であり，
さらに人々にとって地域社会の繋がりが平和を維持させる構造で、あった。この点
が，この二点をキーワードとする要因である。
序では，本論文の視角と，守護権力・地域社会の研究に関する研究史を述べた。
第一部「守護権力の基盤と構成」では，守護権力の存立基盤とその内部構成の
解明を追求した。第一章「室町期守護権力の組織-備中守護家細川氏を事例とし
て-J では，備中守護家発給の文書を収集して，守護代・「内奉行人」の守護家
の組織分析をおこなった。その結果，守護家の構造は当主(主従制的側面)と被
官(統治権的側面)が，それぞれ役割を分割した組織であった。そして，特に守
護家の中で、文書の発給や意思決定の際に重要な役割を担ったのが，備中国では「内
奉行人J と称された宿老層であった。彼らは単なる当主の意思を伝えるだけの存
在ではなく，守護代などの行政システムの代官的存在を経験し，奉書を発給して
守護代以下に命令することにより，守護家の意思決定に深く関わっていた。
第二章「百姓層の武家被官化と守護権力」では，守護権力の末端の軍事力の問
題と，それを支える在地被官の動向について分析をおこなった。その結果，武家
権力の被官化を求める要因は，地域内における紛争の圧力にあったと考えられる。
万一の際の保護を期待した被官関係であったが，それは対抗する人聞にとっても
新たな危機となり対抗する勢力への被官関係の形成を促進させるものであった。
この事が鎌倉末期からの上部権力への系列化の進展につながり，さらには室町期
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における武家被官化の促進の要因となった D
第三章「室町期の「軍役」・「陣夫役」と守護権力」では，守護権力による寺社
本所領の「軍役」・「陣夫役」動員問題について検討した。その結果， r村の武力」
の様な在地住民の軍役動員は限定的であり，陣夫役などの戦闘補助員としての役
割が大きかったと言える。
さらに第四章「寺社本所領・武家領における「軍役JJ では，第三章の検討結
果をもとに他地域の事例と比較検討をおこなった。その結果，室町期の在地住民
の軍役動員は，地域防衛が基本であり，それをこえる軍役動員に関しては，寺社
本所領・武家領を限らず容易に動員できなかった。
第二部「室町期荘園制と地域社会J では，室町期荘園制と地域社会のネットワ
ークのあり方について追究した。
第一章 rT 氏寺」と地域社会ネットワークー備中国庄氏・伊勢氏の曹洞宗氏寺
を事例としてー」では，備中国におけるこつの曹洞宗寺院に関する売寄進を事例
として，それぞれがどのような意図で寄進されたかを検討した。その結果，売寄
進行為が，領域外の人物の知行を防ぎながら，現銭を獲得する手段となっていた。
さらに宗教的側面という外見を持ちながら，その内実は現実利権と密接に絡み合
う形でおこなわれていた。こうしたことが行われる背景には，地域社会の中で，
より積極的に有力在地領主と結びっこうとする動向があった。
第二章「室町期荘園制と京上夫の活動」では，百姓狂言を切り口として，室町
期荘園制の地域社会と中央を結ぶ京上夫の活動を追究した。百姓狂言に見える京
上夫から，中世の史料上の京上夫の活動の比較検討をおこなった。その結果，百
姓狂言に見える京上夫の活動は，新見荘の京上夫の活動に見えるような現実の活
動を反映したもので、あった。さらにこうした京上夫の活動は，室町期荘園制を支
える社会全体の希望であったことを指摘した。
付論ーでは蔵持茂裕著『声と顔の中世史一戦さと訴訟の場景より-j について，
付論こでは佐藤和彦編『中世の内乱と社会j について若干のコメントをおこなっ
た。
結語では，本論文の成果と課題を述べた。
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本論文は，中世の国家について「平和J をキーワードとして，大きく在地の側
からそれを読み解くことをめざしたものである。またその重要な関心事に「平和」
の問題をあげ，守護権力にその担い手を求め，その大きな柱を権力を支える側の
問題にあったことを述べている o どうみるにつけ，権力との関係をどう基本にす
るか更に深める必要がある D
第一部「守護権力の基盤と構成」
第一章「室町期守護権力の組織」では，備中守護家の発給文書を通じて守護代・
内奉行人の組織分析を行った口内容は大変理解しやすく，好感が持てる。ただ『山
口県史.t r広島県史j，r岡山県史』資料編などの刊本が多く活用されているとみ
られるが，明確な言及がない。その年未詳文書，特定できない内奉行人の規定な
どは，徳永氏自身がやはり原本にあたる姿勢が一層もとめられる。
第二章「百姓層の武家被官化と守護権力」
地域内における紛争の圧力が武家権力の被官化を生む。そして守護権力の末端
である百姓の軍事力の問題に注目した。これも興味深い。地域間紛争の実相がさ
らに掘り下げられれば一層説得力を増そう。
第三章「室町期の『軍役』・『陣夫役』と守護権力」
軍役動員の限定性，陣夫役などの戦闘補助員などを指摘したが，守護の軍事動
員の規模や実態を踏まえ，守護の武力の内実との比較がなされる必要がある。第
二章からの関心の発展が窺えるが，守護権力の軍事力との関係が関われる必要が
ある。
第四章「寺社本所領・武家領における『軍役jJ
「地域防衛」を在地住民の軍役動員と関係づける。在地の地域間紛争の事例の
掘り起こしがはかられねばならない。従って，ねらいはともあれ，問題の取り上
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げ方で多少の浅薄さを残している。
第二部「室町期荘園制と地域社会」
第一章 n氏寺』と地域社会ネットワーク」では，備中国における二つの曹洞
宗寺院に関する売寄進を検討する。徳永氏の研究史整理で長谷川裕子氏との接点
との中に売寄進のからくりが見て取れよう。土地の提供者，それと別個に施主と
しての寄進者を募り，売寄進契約を結ぶという長谷川氏に対し，徳永氏は地域外
の人物の知行を防ぐとともに現銭獲得の手段であったとする。「獅子の肉J が誰
に落ちるか更なる検討の余地があろう。
第二章「室町期荘園制と京上夫の活動」では，百姓狂言にみる京上夫から荘園
資料に見える京上夫活動を比較検討した。新見荘の京上夫の一覧表など手堅い仕
事ではあるが，資料の豊富な多くの仕事では寺領と対峠されれば，同一性と異質
性においてそれらの特別の普遍性をよく捉えられはしまいか。また京上夫の問題
で百姓狂言を切口にしたこと，荘園史料の京上夫では限界のあったその実相を
生々と描き出す点で新たな問題を提起している。
全体として，地域社会論のテーマについて意欲的前進をめざそうとした点など
は大きく評価されよう。ただネットワーク論の多様さといった口上にみられるよ
うに守護権力をめぐる「地域間紛争」の問題を考える際， r小さな問題」が大き
な問題へはね返るという相互規定性の問題についてや，歴史具体性，更に厳密で
柔軟な史料操作の方法を鍛えることが，論考のさらなるスケールの大きさの発展
につながろう。徳永君の更なる前進への姿勢に期待したい。
以上を総合的に考慮した結果，徳永裕之氏に博士(歴史学)の学位を授与する
のが妥当であると判定する次第である。
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